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ベルーナの沿革
1980 1990 2000 20101977 2010

■アパレル・雑貨事業

1986 総合通販カタログ「ベルーナ」発刊

1983 衣料品通販

1977 印鑑・陶芸・家庭用品
通販

2005 通販サイト

■化粧品健康食品事業

1992 グルメ通販

1994 健康食品通販

1999 ワイン通販

2000 化粧品通販

2007 看護師向け通販

■呉服関連事業
2008 和装店舗

■データベース活用事業

1997 封入同梱サービス

2005 通販代行サービス

1987 個人向け金融サービス

■プロパティ（不動産）事業

1998 不動産賃貸事業

2000 ゴルフ場

2016 呉服レンタル

×

×

■グルメ事業

■ナース関連事業

2013 太陽光発電
2015 ホテル

2017 人材紹介

2011 アパレル店舗
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新聞折込チラシ
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■日本の社会的課題 1970年代
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■日本の社会的課題 1970年代
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1983年 「BELLUNA」創刊
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■日本の社会的課題 1980年代
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■日本の社会的課題 1980年代
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■日本の社会的課題 1990年代

時見さんの靴
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■日本の社会的課題 1990年代
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ベルーナ・リュリュ通販サイト
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■日本の社会的課題 2000年代
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■日本の社会的課題 2000年代
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そして今■日本の社会的課題

少子高齢化
医療費・社会保障負担増加

大量リタイア

アクティブシニア

介護離職
買い物難民

独居老人の増加
シングルマザーの貧困問題

温暖化

老後破産

未婚化・晩婚化、無縁社会

大規模自然災害

ＳＤＧｓ（サスティナブル）

金利上昇

DX
AI社会

インフレ・デフレ

リスキリング

LGBT
老々介護

働く意欲

無人運転 マーケティングオートメーション

パワハラ

為替

過労死

エネルギー不足 国際紛争

イデオロギー

IOT
外国人労働者

インバウンド
財政収支

情報過多

SNS
核家族
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ダイバーシティ

オレオレ詐欺
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社会の変遷とベルーナの社会的価値

インフレの進行 割賦販売ビジネス

日本の社会的課題 ベルーナの取り組み

1980s 女性の社会進出 アパレル通販

1990s 少子高齢化 ミセス・シニア層の獲得

2000s 情報革命・ネット社会へ ネット対応

これから
環境・社会

・・・

サステナビリティな世界の実現へお客様の生活と幸せの向上

1970s
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SDGsとは
■ 国連は、2030年までに解決を図るべき国際社会共有の目標としてSDGs

（持続可能な開発目標）を採択

■ SDGsは、17の個別目標、169のターゲット、および232の指標で構成
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サステナビリティ推進委員会の設置

ベルーナグループの持続可能な社会の実現に向けた取り組みを推進するため、

2022年3月にサステナビリティ推進委員会を設置
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サステナビリティ宣言（2022/6/24公表）

ベルーナグループは、「お客様の衣食住遊

を豊かにする」という経営理念の下、1968

年の創業以来、通信販売を中心として多

様なサービスを展開しています。これからも

多角的な事業活動を通じてお客様の生活と幸せの向上に貢献できる企業を目指してまいります。

そして、確かな経営基盤のもと、ベルーナグループの価値向上に取り組むとともに、環境負荷の軽

減に努め、社会への価値を提供しつづけることで、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

そのために、ベルーナグループでは社内横断的な検討・推進組織として「サステナビリティ推進委員

会」を設置しました。今後、この委員会を中心に、対応すべき課題を明確にし、持続可能な社会

の実現に向けた活動を加速してまいります。また、7つの主要実践項目を設置し、従業員をはじめ

としたステークホルダーが協力してSDGsに関連する取組を実行してまいります。
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主要実践項目（マテリアリティ）

➀
より豊かな衣食住遊を提供し、買い物難民問
題の解決に貢献

② 商品ロスの削減

③ カタログ等の紙資源量の削減

④ 物流センター等の二酸化炭素排出量の削減

⑤ 従業員の働き方改善

⑥ オリジナル商品のサスティナブル化検討

⑦ グループ全体でのSDGs貢献意識の醸成
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主要実践項目（マテリアリティ）取り組みの一例

④ 物流センター等の二酸化炭素排出量の削減

CO2排出実態調査の後、物流センター等の大規模施設におけるエネ
ルギー管理の強化を通じてCO2排出量を削減

吉見ロジスティクスセンター完成予想図 富岡太陽光発電所
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主要実践項目（マテリアリティ）取り組みの一例

⑤ 従業員の働き方改善

教育研修制度 ガンバレーション 表彰

キャリア相談 多様な働き方の推進改善提案
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主要実践項目（マテリアリティ）取り組みの一例

⑤ 従業員の働き方改善

お母さんの職場見学会（千葉OR）


